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【電子コンテンツ購入の抵抗感が減りつつある】
当社で実施した調査では、インターネットによる購買行動には、パソコンでの購入コンテンツと携帯電話での購入コンテンツに顕著な相違のあることが判明しました。

パソコンでは第一位が「ソフトウェア」（40.5%）、携帯電話で最も購入されているのは「着信メロディ」（61.8%）という結果になっています。

前年度の調査と比べると、パソコンでの電子コンテンツ購入者数よりも、携帯電話による購入者数の増加率が著しく高い結果となりました。課金システムが簡素で、比較的低料金であることが大きな要因と考えられます。パソコンでは音楽ファイルの購入や映像など、いわゆる「ブロードバンドコンテンツ」の購入が目立ちます。一方、ニュースや電子書籍など携帯電話でも閲覧可能なコンテンツの購入者数は減ってきています。

今後、各社が開始した第三世代携帯電話に見られる高速化・パケット料金定額化が進めば、音楽や映像の購入行動が、携帯電話市場にシフトする可能性も考えられます。

有料コンテンツの端末別購入状況
	端末
購入コンテンツ
	パソコンを使って購入
	携帯電話を使って購入

	
	平成16年度
	平成15年度
	平成16年度
	平成15年度

	ソフトウェア（※1）
	40.5%
	38.8%
	25.5%
	20.3%

	音楽（※2）
	23.7%
	22.0%
	11.7%
	8.5%

	映像
	20.9%
	15.9%
	10.9%
	3.9%

	ニュース・天気予報
	8.4%
	12.6%
	20.2%
	16.5%

	ゲーム
	16.5%
	17.7%
	51.2%
	40.6%

	電子書籍
	10.8%
	12.4%
	27.5%
	10.9%

	着信メロディ（※3）
	8.2%
	9.6%
	61.8%
	49.2%


※1　ソフトウェアにはJavaプログラムやスクリーンセーバーなどが該当する。※2　着信メロディは別回答とした。
※3　パソコンで決済し、携帯で使うコンテンツが含まれる。

【調査方法】調査地域：日本全国／調査対象：18歳以上の男女個人（住民基本台帳からの無作為抽出）／標本数：3000（回収率85％）／調査方法：面接聴取法
